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１.日本経済の現状

 経済

 アジアでの日本主導崩れ （中印など台頭）

 失われた20年間 （年間平均成長率１％）

 ジャパン・アズ・ナンバー・スリー

 急激な円高 （円建て決済増加）

ソニー 欧米で値上げ（パソコンの一部）

トヨタ 調達の見直し（米工場のエンジンを日本に輸入）

 生産を海外にシフトする

パナソニックはプラズマパネルの生産を中国に一部移転

 外需頼みの経済構造

米国経済の減速などの影響を受けやすい
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 日本のベンチャー企業がアジアの証券取引所に上場する

アジア市場が急速に存在感を高めつつある

 「自ら上場廃止」が広がる

完全子会社化（パナソニック）

グループの経営改革を加速するため

 株式新規公開が低迷している

 労働市場の構造変化

正規社員が約300万人減っている

非正規社員が約500万 人増えている

 高齢化の進行

65歳以上の高齢者人口は2,944万人（23.1％）
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 最先端の生産技術を海外に

キャノン （国内外の生産体制を最適化）

 財政赤字

政府債務残高はＧＤPの1.9倍（904兆円）

 経済連携協定（ＥＰＡ）

日本が著名・発行したＥＰＡは11ヵ国

日本の経済連携交渉の進行鈍化

 政治

 独自性欠く

 政府ー曖昧化戦略

 過去20年間に１４人の首相

 外交音痴
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 教育

 教育の公的支出、日本は最下位のＧＤＰ比 3.3％

加盟国の2007年対ＧＤＰ比平均は4.8％（ＯＥＣＤ調査）

 世界大学ランキング（イギリスの教育専門誌）

東大が順位で昨年の22位から26位へ（上位200校）

11校から5校に減少（中国は6校でアジア1位に）

 新入社員の51％「海外イヤ」

産業能率大の調査

 経営

 住友化学が新経営手法 （単年度１８ヵ月予想）

１８ヵ月先までの予想を四半期ごとに修正する仕組み
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2. 中国経済の現状

 経済

 GDPで世界第2位の経済大国に発展（8.7%の成長率2009）

但し、GDP一人当たりで世界第124位（2009）

一番多い上海と一番少ない貴州省の間の差が約8倍

 外貨準備高は2兆4543億ドルで世界一（6月末）

うち7割は米国債

日本国債の購入は増加中（6月末1兆7326億円）

 人民元の国際化 着々

マレーシアやロシアと交換解禁

 世界最大のエネルギー消費国（2009）

2020年まで2009年のLNG輸入量を8倍に拡大
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 軍事

 軍事力の膨張（軍事大国化）

国産空母建造（2隻）

空母発着訓練場の建設

 政治（存在感の増加）

 南シナ海領有権争い（ベトナム等）

 海洋資源権益

東シナ海 「摩擦の海」

尖閣諸島（日中神経戦）
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3. 韓国経済の現状

 経済

 韓国企業の攻勢が目立つ

リチウムイオン電池（LG科学、サムスンSDI)

政府が全面支持（競争力強化法案）

半導体や液晶パネルの（二の舞い）になる懸念

 ウォン安

 FTA（自由貿易協定）

韓国が積極的に交渉を進めている

EUと韓国のFTA 協定（2010）2011年7月からの開始

2007年から中国とのFTA交渉
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4. 他の国々

 台湾

 経済

中国とのECFA（経済協力枠組み協定）

2010年6月の締結

 米国

 経済

雇用回復力が弱い（雇用なき回復）

自国通貨安の黙認

 EU（欧州連合）

 経済

自国通貨安の黙認、財政難
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5. 日本のチャレンジ

 経済

 技術革新の促進（産業の高度化）

日本は今まで以上に付加価値の高いモノづくりが必要

研究開発投資の増加（成長戦略）

基礎研究強化（日本の学術論文数のシェア減少）

「柔軟な頭脳を鍛えよう」独創心ある若者を育てる

産業に役立つ大学研究

 円高是正

重い試練（単独な介入で効果が限定的）

「今の為替水準は企業努力の限界を超えている」スズキ

（株）のスズキ会長の言葉。
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 FTA交渉を積極的に推進する

年2兆円超す関税負担（2009年の輸出額は59兆円）

相手先別、中国が7,500億円、米国が3,000億円

「早急に日中のFTA協議に入るべきだ。さもなければ、

日本は沈没する」丹羽宇一郎中国大使

 労働市場（活性化）

既卒労働市場の育成（日本IBM）

雇用対策（既卒３年内の採用に奨励金）

 市場の戦略変更（グローバルな視野の追求）

フルセット型産業は非合理的に

日本とアジアを一つの商圏ととらえ直す（ユニクロ）

設計図1枚の世界共通（タイで製造するマーチ、日産）
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 未来産業

住宅、光熱費ゼロに（大和ハウス）

車・家電モーター（脱希土類）

日立は酸化鉄で実用的なモーターを試作、2年後製品化

環境商品

アジア向け「パッケージ型」インフラ整備

 英語を共通語化、証券界も

楽天、ファーストリティリング

 政治

発言力の強化（外交）

防衛方針（自衛官武器使用等）

2010/09/28 11Sweden Japan Consulting 


